
山 梨

家計
（消費者）

D Sp

x
D Sp

x
労働供給 労働需要

財生産財需要

企業
（生産者）

市
場

東京

家計

D Sp

x
D Sp

x
労働供給 労働需要

財生産財需要

企業

市
場

名古屋

家計

D Sp

x
D Sp

x
労働供給 労働需要

財生産財需要

企業

市
場

静岡

家計

D Sp

x
D Sp

x
労働供給 労働需要

財生産財需要

企業

市
場

中
部
横
断
道

旅客交通 旅客交通

リニア
中央新幹線 ＋

リニア
中央新幹線＋

旅客
交通

貨物
交通

新東名 新東名

観光, 買物, 業務 原材料, 完成品の交易

①経済効果
とは？

②経済効果
の解析⽅法

中部横断⾃動⾞道
の開通による

1



旅客 買物交通の
利便性向上

貨物 物流効率化経済循環図

旅客 通勤交通の
利便性向上

労働・資本⽀払い
［付加価値］ 県内GDP

※GDP
：国内総⽣産

■経済効果
とは？

# 輸送費⽤低下

# 時間短縮

# 時間短縮

交易
交流

＜他地域＞

交易
交流

＜他地域＞

# 時間短縮
余暇や労働に
時間をまわせる

実質所得
の増加 付加価値増加企業収益(⽣産額)ー（原材料費[中間財]+# 輸送費低下）= 

均衡
価格

均衡消費量

均衡
要素
価格

均衡要素量

所 得

家計⽀払い

企業収益

家 計
（消費者）

企 業
（⽣産者）

D：需要 S：供給p : 価格

x : 消費量

D：需要 S：供給w, r
: 賃⾦率,

利⼦率

x : 需要量

労働・資本
供給

労働・資本
需要

財需要

中間財

財生産

市場（しじょう）

2



交通所要時間短縮

家計の効果

輸送費⽤の低下

移動時間の短縮

時間短縮効果
＋

家計消費増加効果

中部横断⾃動⾞道開通
1時間40分

3時間

2時間

1時間

■⼭梨県〜静岡県（県庁間）の所要時間

2時間5分
2時間35分2時間45分

整備前 H31.2末 現在 全線整備後
※⾼速道路:80km/h、中部横断⾃動⾞道:70km/h、⼀般道路:40km/hで算出
※中部横断⾃動⾞道（双葉JCT〜新清⽔JCT）を利⽤しない設定で算出

国
道52

号
を
利
⽤

中
部
横
断
道

六
郷
双
葉
を
利
⽤

交通需要の増加，
⽬的地の変更，
交通⼿段の転換

家計消費の増加

■経済効果とは？

約１時間
短縮

[実質] 価格の低下

余暇・労働時間
の増加

旅客・貨物運輸企業
の⽣産性向上
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交通所要時間短縮

家計の効果
企業の効果

輸送費⽤の低下

移動時間の短縮

県内総⽣産（地域版GDP）
の増⼤

家計所得の増加
時間短縮効果

＋
付加価値 増加効果
による実質所得[便益]増加

企業の⽣産※増加

付加価値※の増加

中部横断⾃動⾞道開通
1時間40分

3時間

2時間

1時間

■⼭梨県〜静岡県（県庁間）の所要時間

2時間5分
2時間35分2時間45分

整備前 H31.2末 現在 全線整備後
※⾼速道路:80km/h、中部横断⾃動⾞道:70km/h、⼀般道路:40km/hで算出
※中部横断⾃動⾞道（双葉JCT〜新清⽔JCT）を利⽤しない設定で算出

国
道52

号
を
利
⽤

中
部
横
断
道

六
郷
双
葉
を
利
⽤

交通需要の増加，
⽬的地の変更，
交通⼿段の転換

家計消費の増加
※⽣産額＝中間投⼊額＋付加価値額

■経済効果とは？

約１時間
短縮

[実質] 価格の低下

原材料等の
中間需要の増加

企業⽴地
の増加

余暇・労働時間
の増加

旅客・貨物運輸企業
の⽣産性向上

経済効果
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■企業⽣産は増加したのか？

0

50

100

150

200

250

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9

H25(2013) H26(2014) H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31(2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022)

鉄鋼 非鉄金属 金属 汎用･業務用機械 生産用機械 電子･デバイス 電気機械 情報通信機械

輸送機械 窯業・土石 プラスチック 紙・紙加工品 繊維 食料品 その他

2017年3月19日
六郷IC-増穂IC開通

2019年3月10日
新清水JCT-富沢IC
下部温泉早川IC-六郷IC開通

新型コロナウイルス
感染症の発生

2021年8月29日
南部IC-
下部温泉早川IC開通

消費増税
5％→8％

消費増税
8％→10％

※ ( )内：シェア

生産用機械
(20.7％)

電気機械(17.0％)

食料品(14.0％)

電子･デバイス(8.8％)

六郷IC‐増穂IC間の開通によって，
⽣産⽤機械，電気機械，電⼦･
デバイスの⽣産が増加！

新清⽔JCT‐富沢IC，
下部温泉早川IC‐六郷IC間
の開通は効果なし？？？

コロナで，⽣産⽤
機械，電気機械，
⾷料品の⽣産増？？
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

H25(2013) H26(2014) H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31(2019) R2(2020) R3(2021)

峡中圏域 峡東圏域 峡南圏域 峡北圏域 富士・東部圏域 山梨県

（万人/年）

■⼭梨県観光⼊込客数は増加したのか？
2017年3月19日
六郷IC-増穂IC開通

2019年3月10日
新清水JCT-富沢IC
下部温泉早川IC-六郷IC開通

新型コロナウイルス
感染症の発生

2021年8月29日
南部IC-
下部温泉早川IC開通

消費増税
5％→8％

消費増税
8％→10％

中部横断⾃動⾞道（新清⽔‐富沢，下部温泉早川
‐六郷間）開通により観光客は微増している？

コロナで，観光客は減少
⇒ 中部横断⾃動⾞道の効果はなかった？

6



■経済効果の
解析⼿法

[空間的]応⽤⼀般均衡(SCGE)モデル

均衡
価格

均衡消費量

均衡
要素
価格

均衡要素量

所 得

家計⽀払い

企業収益

家 計
（消費者）

企 業
（⽣産者）

D：需要 S：供給p : 価格

x : 消費量

D：需要 S：供給w, r
: 賃⾦率,

利⼦率

x : 需要量

労働・資本
供給

労働・資本
需要

財需要

中間財

財生産

市場（しじょう）
利潤最大化行動

s.t. 生産技術

双対性

費用最小化行動

s.t. 生産量一定

効用最大化行動

s.t. 所得 and 時間

双対性

支出最小化行動

s.t. 効用一定
※「支出額=所得」

は満たされるとする

財需要関数
and

余暇需要関数

生産関数，
中間財需要関数

and
要素需要関数

財需要＝財供給
and

要素需要＝要素供給

均衡価格
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■経済効果の計測結果
‐3.0%
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食
，

木
製

品
除

く
）

建
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業

電
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・
ガ

ス
・
水

道
・
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棄
物

商
業

金
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・
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険

不
動
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・
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郵
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・
通

信
・
放

送
・
情

報
サ

ー
ビ

ス

公
務

教
育

・
医

療
・
保

健
・
介

護

研
究

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

宿
泊

飲
食

サ
ー

ビ
ス

地域別産業別生産量変化率（除 運輸部門）

甲府都市圏 昭和町 南アルプス

北杜・韮崎 東部・富士北麓 峡南

静岡 東日本 西日本

‐10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

甲府都市圏 昭和町 南アルプス 北杜・韮崎 東部・富士北麓 峡南 静岡 東日本 西日本

総貨物交通の投入先交通変化率
甲府都市圏 昭和町 南アルプス

北杜・韮崎 東部・富士北麓 峡南

静岡 東日本 西日本

‐20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

180%

甲府都市圏 昭和町 南アルプス 北杜・韮崎 東部・富士北麓 峡南 静岡 東日本 西日本

道路旅客・時価旅客の目的地別交通量変化率
甲府都市圏 昭和町 南アルプス

北杜・韮崎 東部・富士北麓 峡南

静岡 東日本 西日本

1.甲府都市圏
(甲府市･甲斐市･笛吹市･⼭梨市･
中央市･市川三郷町･富⼠川町)

2.昭和町
3.南アルプス市
4.北杜市･韮崎市

5.⼭梨東部･富⼠北麓
6.峡南
(⾝延町･早川町･南部町)

7.静岡県
8.東⽇本
9.⻄⽇本

地域区分

「付加価値」増加の要因

「時間短縮便益」の要因

静岡, 峡南, ⻄⽇本との取引増 静岡, ⼭梨県内
との取引増

⼭梨県内
との取引増

⼭梨県内
との取引増

峡南地域の⽣産増加率が⼤きい

静岡, 峡南へ出掛ける
静岡, ⼭梨県内
へ出掛ける

⼭梨県内
へ出掛ける

対象路線

新清水JCT－増穂IC間
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100

200

300

400

500

600

地域帰着便益(億円/年)

旅客発生増加額（億円/年）

貨物発生増加額（億円/年）

（億円/年）

総便益：
16,009億円

（単年度：
712億円/年）

総費用：
8,549億円

費用便益比：

1.873

費用便益分析結果

※交通ネットワークは，
山梨大学にて構築し
たものを使用．

※料金無料化も考慮．

■経済効果の計測結果

1.甲府都市圏
(甲府市･甲斐市･笛吹市･⼭梨市･
中央市･市川三郷町･富⼠川町)

2.昭和町
3.南アルプス市
4.北杜市･韮崎市

5.⼭梨東部･富⼠北麓
6.峡南
(⾝延町･早川町･南部町)

7.静岡県
8.東⽇本
9.⻄⽇本

地域区分

対象路線

新清水JCT－増穂IC間
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E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

 令和３年８⽉に開通した⾝延⼭IC〜下部温泉早川IC(③) の交通量は、9,200台/⽇。（平⽇全⾞）
 中部横断道（新清⽔JCT〜双葉JCT）の全線開通により、中部横断道の交通量は、開通直前と⽐べて最⼤約3倍に増加(3,000台/⽇

→8,300台/⽇)。 （平⽇全⾞）
 並⾏する国道52号の交通量は、新清⽔JCT〜六郷IC間の開通前と⽐べ、約5割減少(19,200台/⽇→10,300台/⽇)。（平⽇全⾞）
 中部横断道と国道52号を合計した断⾯交通量は、新清⽔JCT〜六郷IC間の開通前と⽐べ、約1割増加(19,200台/⽇→20,300台/⽇) 。

（平⽇全⾞）

中部横断道の

交通量の
変化

平日・全車

5,400  6,100  5,500  5,300  6,000  6,900 

0
5,000
10,000
15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

③⾝延⼭IC〜下部温泉早川IC 無料区間

② 下部温泉早川IC〜中富IC 無料区間

① ⽩根IC〜双葉JCT 有料区間

6,000  5,600  5,700 
8,700  10,000 

0
5,000
10,000
15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

7,700  9,200 

0
5,000
10,000
15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

約３割増

約８割増

（
台
／
日
）

2,900  3,000 
6,600  8,300 

0
5,000
10,000
15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

3,400  3,400  3,500  4,700  6,300 

0
5,000
10,000
15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

⑤新清⽔JCT〜富沢IC 有料区間

④富沢IC〜南部IC 無料区間

約３倍増

約８割増

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

中部横断道 国道52号

19,200 
14,100  14,000  13,400  11,400  10,300 

6,000  5,600  5,700  8,700  10,000 

19,200  20,100  19,600  19,100  20,100  20,300 

0

10,000

20,000

30,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

3年前 ︓H30.9.18(⽕)〜21(⾦) 開通直前︓R3.7.12(⽉)〜16(⾦)
2年前 ︓R1.9.17(⽕)〜20(⾦) 開通直後︓R3.9.13(⽉)〜17（⾦）
1年前 ︓R2.9.14(⽉)〜18(⾦) 1年後 ︓R4.8.1 (⽉)〜5（⾦）

約１割増

約５割減

出典︓国⼟交通省、NEXCO中⽇本トラフィックカウンターデータ（速報値）
※交通量は、トラフィックカウンターの計測値から有効数字2桁（1万台以上は3桁）で丸めた値
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延
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令
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29
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開
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13.2
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6.7
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延
長

平
成
31
年

3
月
10
日
開
通

中央市

市川三郷町
富士川町

身延町

富士宮市

南部町

富沢IC

南部IC

身延山IC

下部温泉早川IC

中富IC

増穂IC中
部
横
断
道

新清水JCT

新清水IC

中
部
横
断
道
（新
清
水

～
双
葉

）

延
長

約

74
km

JCT

JCT

令
和
元
年

11
月
17
日
開
通

静岡市

清水いはらIC

清水JCT

清水IC

新静岡IC

南アルプスIC

白根IC

双葉JCT

甲府南IC

双葉SIC

①
南アルプス市

甲府市昭和町

富士川SIC

清水港

山梨県

静岡県

A

⑤

③

④

②
Aʼ

有
料
区
間

（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
管
理
）

延
長

25.3
km

無
料
区
間

（国
土
交
通
省
管
理
）

延
長

28.3
km

有
料
区
間

（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
管
理
）

延
長

20.7
km 両河内SIC

（仮称）

六郷IC

甲府昭和IC

笛吹八代SIC

NEXCO中日本

凡例

国 土 交 通 省

中部横断道

[R3.8.29開通区間]
国 土 交 通 省

高 速 道 路
国 道 5 2 号
国 道

中 部 横 断 道
国 道 5 2 号

［交通量観測地点］

断面交通量の変化（A－A’断面）

中部横断道の交通量変化

中部横断自動車の交通量の増加

国道52号からの転換： 8,900台/日（4.6割転換）

誘発交通量（新規発生，目的地変更）：
1,100台/日（約１割増）

出典：甲府河川国道事務所
記者発表資料(R4.9.16)



E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

 中部横断道が全線開通後、中部横断道を連続利⽤する⾞両※が約1.７倍に増加。
 中部横断道を挟んで、⻑野・北陸〜静岡東部の⾞両台数が約2.4倍、関東以北〜中京以⻄の⾞両台数が約1.9倍に増加するなど、中部横断道

を活⽤した広域な地域間流動が形成。

交通流動の
変化

東名・新東名・
中央道と
連携した

広域流動の
増加

開通区間を通過する車両台数の変化（中部横断道を連続利用する車両※）広域な地域間流動の変化 （中部横断道を連続利用する車両※）

57 

294 

661 

1,696 

25 

122 

350 

1,133 

0 500 1,000 1,500 2,000

静岡東部 ⇔ 関東以北

⻑野・北陸 ⇔ 静岡東部

関東以北 ⇔ 中京以⻄

⻑野・北陸 ⇔ 中京以⻄

開通前（R1.5）

開通後（R4.5）

（台/⽇）

1,630 

2,708 

0

1,000

2,000

3,000

開通前（R1.5） 開通後（R4.5）

（台/⽇）

約１.７倍

出典︓NEXCO中⽇本ETCログデータ（開通前︓R1.5、開通後︓R4.5）
※連続利⽤する⾞両は、ETCを利⽤した⾞両のうち富沢本線料⾦所と富⼠川本線料⾦所を80分以内に 連続して利⽤した⾞両を集計
（ETC2.0プローブデータから算出した旅⾏速度で国道52号等の移動にかかる時間約50分に休憩時間相当の30分を加えた時間）

【発着地域の分類】
⻑野・北陸 ︓双葉JCT以⻄
関東以北 ︓双葉JCT以東
中京以⻄ ︓新清⽔JCT・清⽔JCT以⻄
静岡東部 ︓新清⽔JCT・清⽔JCT以東

約２.４倍

約１.９倍

約１.５倍

約２.３倍

発着地域別車両台数の変化（中部横断道を連続利用する車両※）

誘発交通量は「広域流動」から生じる場合が多い．
※［重要］誘発交通をどのように増加させるか． 出典：甲府河川国道事務所

記者発表資料(R4.9.16)



E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

 中部横断道が通過する地域には、地形や地質等の特性から事前通⾏規制区間が3箇所存在しており、過去には⼤⾬により度々通⾏規制が発⽣。
 これらの区間が通⾏⽌めになったとしても、中部横断道を利⽤した事前通⾏規制区間の迂回が可能となることで、孤⽴集落の発⽣を回避。
 広域ネットワークにおいても、東京圏と中京圏間の⾛⾏経路が９通りから15通りに増加することで、災害時等の通⾏⽌め時のリダンダンシーを確保。

交通流動の
変化

災害時の
代替路

として機能

国道52号 事前通行規制区間

中央道

新東名⾼速

東名⾼速

中央道富⼠吉⽥線

⼤⽉JCT双葉JCT

新御殿場IC

新清⽔
JCT

清⽔JCT

東富⼠五湖道路
中
部
横
断
道

須⾛道路・
御殿場BP

1 1 1

4 2 1

4 2

中
京
圏

東
京
圏

中央道

新東名⾼速

東名⾼速

中央道富⼠吉⽥線

⼤⽉JCT双葉JCT

新御殿場IC

新清⽔
JCT

清⽔JCT

東富⼠五湖道路
中
部
横
断
道

中
京
圏

須⾛道路・
御殿場BP

5 1 1

5 2 1

5 2

東
京
圏

開通前

通り
9

２.４ｋｍ古屋敷

事前通⾏規制区間
（連続⾬量150mm）
現在暫定運⽤120ｍｍ

六郷IC

南部IC

富沢IC

４.８ｋｍ万沢

事前通⾏規制区間
（連続⾬量200mm）

下部温泉早川IC

１.７ｋｍ逢坂

事前通⾏規制区間
（連続⾬量300mm）

身延山IC

中富IC

約９, ８００人

「古屋敷」と「万沢」が同時に通⾏⽌めになっ
た場合、孤⽴が懸念される⼈⼝

出典︓R2国勢調査より算出

「古屋敷」と「万沢」が通⾏⽌めになったとして
も、中部横断道を利⽤した迂回が可能

孤立集落の発生を回避

新清水JCT

新清水IC

清水いはらIC

R3.8
開通区間

［中部横断道］ 供⽤中 事業中
［⾼速道路］ 供⽤中 事業中

１ 東京圏からの⾛⾏経路の組合せ数

R1.5.21に“万沢区間”で
事前通⾏規制（規制時間:4時間）

その間、中部横断道が代替道路として
機能

■国道52号（万沢） ■中部横断道（富沢IC）

R1.5撮影 R1.5撮影

富士川SIC

中
部
横
断
道

身延町

富士宮市

南部町

山梨県

早川町

富士川町

市川三郷町

静岡県

静岡市

規制区間名 規制回数 のべ規制時間
万沢 7回 65時間30分

古屋敷 5回 148時間25分

NEXCO中日本

凡例

国 土 交 通 省

中部横断道

[R3.8.29開通区間]
国 土 交 通 省

高 速 道 路
国 道 5 2 号
国 道

事前通行規制区間

孤立が懸念
される地域

対象区間︓⾸都圏中央連絡⾃動⾞道（圏央道）から三遠南信道路まで（中央道・新東名⾼速・東名⾼速利⽤）

開通後

通り
15

国道52号の雨・災害による通行規制履歴
（H24～R3年度）

東京圏から中京圏への走行経路の増加

出典：甲府河川国道事務所
記者発表資料(R4.9.16)



E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

交通流動の
変化

災害時の
代替路

として機能

開通区間を通過する車両台数の変化（中部横断道を連続利用する車両※）広域な地域間流動の変化 （中部横断道を連続利用する車両※）

57 

294 

661 

1,696 

25 

122 

350 

1,133 

0 500 1,000 1,500 2,000

静岡東部 ⇔ 関東以北

⻑野・北陸 ⇔ 静岡東部

関東以北 ⇔ 中京以⻄

⻑野・北陸 ⇔ 中京以⻄

開通前（R1.5）

開通後（R4.5）

（台/⽇）

1,630 

2,708 

0

1,000

2,000

3,000

開通前（R1.5） 開通後（R4.5）

（台/⽇）

約１.７倍

出典︓NEXCO中⽇本ETCログデータ（開通前︓R1.5、開通後︓R4.5）
※連続利⽤する⾞両は、ETCを利⽤した⾞両のうち富沢本線料⾦所と富⼠川本線料⾦所を80分以内に 連続して利⽤した⾞両を集計
（ETC2.0プローブデータから算出した旅⾏速度で国道52号等の移動にかかる時間約50分に休憩時間相当の30分を加えた時間）

【発着地域の分類】
⻑野・北陸 ︓双葉JCT以⻄
関東以北 ︓双葉JCT以東
中京以⻄ ︓新清⽔JCT・清⽔JCT以⻄
静岡東部 ︓新清⽔JCT・清⽔JCT以東

約２.４倍

約１.９倍

約１.５倍

約２.３倍

発着地域別車両台数の変化（中部横断道を連続利用する車両※）

台風19号(2019年)

富士山噴火

大雪(2014年)

大雪(2014年)

大雪(2014年)
※R52号が寸断

 中部横断道が通過する地域には、地形や地質等の特性から事前通⾏規制区間が3箇所存在しており、過去には⼤⾬により度々通⾏規制が発⽣。
 これらの区間が通⾏⽌めになったとしても、中部横断道を利⽤した事前通⾏規制区間の迂回が可能となることで、孤⽴集落の発⽣を回避。
 広域ネットワークにおいても、東京圏と中京圏間の⾛⾏経路が９通りから15通りに増加することで、災害時等の通⾏⽌め時のリダンダンシーを確保。

出典：甲府河川国道事務所
記者発表資料(R4.9.16)



E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

 中部横断道の開通により、⼭梨県峡北・峡中地域から名古屋市までの所要時間が約28分短縮し、「中央道経由」よりも「中部横断道、東名・新
東名経由」の⽅が最短に。

 ⼭梨県峡北・峡中地域〜名古屋市間の輸送における中部横断道の利⽤割合が、約２割増加（28%➔45%）。
 ⼭梨県内から中京⽅⾯へのアクセス性が向上し、輸送効率化に寄与。

交通流動の
変化

山梨県内から
中京方面への
輸送効率化に

寄与

輸送ルートの分担率の変化 （山梨県峡北・峡中地域～名古屋市）山梨県峡北・峡中地域から名古屋市への輸送ルート

中部横断道、
東名・新東名経由

45％中央道経由

55％

中部横断道、
東名・新東名経由

28％

中央道経由

72％

中
部
横
断
道

凡例

輸送ルート

中央道利用（約220km）
中部横断道利用（約220km）

・山梨県内の工場から、ケーキなどの商品を全国に向けて出荷
しています。中京・関西方面へは毎日20～30台のトラック
で輸送しています。

・中部横断道の開通により、出荷ルートを中央道経由から中部
横断道・新東名高速に変更し、中京・関西方面への輸送時間
が約30分短縮しました。

・中央道に比べ、中部横断道や新東名高速はカーブが少なく、
デリケートな商品を運んでいるドライバーへの負担が軽減さ
れました。

■ 食品製造業者（山梨県甲府市）の声

（R4.6 企業ヒアリング結果）

出典︓トラプロ®データ（貨物⾞プローブデータ）開通前︓H29.9〜H30.6 開通後︓R3.9〜R4.6 

「中部横断道、東名・新東名経由」
の方が 短に

山梨県

岐阜県

愛知県

静岡県

長野県

開通前 開通後

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

・峡中地域︓甲府市、南アルプス市、甲斐市、中央市、昭和町
・峡北地域︓韮崎市、北杜市

中央道

※トラプロ®データ（貨物⾞プローブデータ）より算出し
た昼間12時間旅⾏速度により算出

双葉JCT

小牧JCT

豊田JCT

岡谷JCT

新清水JCT

清水JCT

豊田東JCT

中央道経由

約184分※

中部横断道、
東名・新東名経由

約207分➔約179分※

（約28分短縮）

山梨県峡北
・峡中地域

名古屋市

中部横断道経由が約２割増加（28%➔45%）

荷痛みの軽減

出典：甲府河川国道事務所
記者発表資料(R4.9.16)



E52

中部横断
自動車道

山梨～静岡

全線開通後
の

整備効果

 ⾝延町・南部町内から第3次救急医療施設への救急搬送における中部横断道の利⽤割合が約4割増加し、救急搬送時間が平均17分（約2
割）短縮。

 中部横断道の開通により、重篤患者に対する救急医療や周産期医療を⽀援。

救急医療
支援の向上

搬送時間の
短縮による

救急医療支援

平均救急搬送時間※2救急搬送ルート（身延町・南部町⇒第3次救急医療施設） 救急搬送における中部横断道利用割合の変化

中部横断道利⽤
37 件

70%

⼀般道のみ利⽤
16 件

30%
R3.9〜R4.7

計53件

中
部
横
断
道

甲府市

県立中央病院

静岡県立総合病院

静岡赤十字病院 静岡済生会総合病院

山梨大学附属病院※1

早川町

富士川町 市川三郷町

身延町

南部町

静岡市

南アルプス市

富士吉田市

開通後
・中部横断道が全線開通したことで、第3次救急

医療機関への搬送時間が短縮され、安全で迅速
な搬送が可能になりました。

・直線が多い高速道路のおかげで、搬送中の課題
でもあった救急車の振動、揺れが軽減され、傷
病者や機関員の負担軽減にも繋がっております。

・高速道路には信号が無く一般車両の動きも一定
のため、病院までの搬送時間が把握でき、傷病
者の収容や医療機関への引渡しがスムーズに
なったことで、救命率の向上が見込まれます。

■ 消防関係者の声

（R4.2 消防関係者 ヒアリング結果）

（南部IC～下部温泉早川IC）

R3.8 開通区間

山梨県

静岡県

第3次救急医療施
設や周産期医療
施設が、身延町・
南部町外に立地

第3次救急医療施設︓
急性⼼筋梗塞や脳卒中、重度の外傷・熱
傷などの重症及び、複数の診療科領域に
わたる重篤な救急患者を24時間体制で受
け⼊れる施設

凡例

峡南消防本部管轄区域
（市川三郷町、早川町、

身延町、南部町、富士川町）

開通区間沿線市町村
（身延町、南部町）

救急搬送ルート

NICU設置医療施設

分娩取扱医療施設
NICU（Neonatal Intensive Care Unit）︓
新⽣児のための集中治療室で、早産児・低
出⽣体重児をはじめとして、呼吸障害、仮
死、⼼疾患、消化器疾患などすべての新⽣
児疾患に24時間体制で対応する施設

第3次救急医療施設

※1 ⼭梨⼤学附属病院も第3次救急医療施設と同様に
重篤な患者の受け⼊れをおこなっている

1時間29分
1時間12分

0時間

1時間

2時間

R1年9⽉〜R2年7⽉ R3年9⽉〜R4年7⽉R1.9〜R2.7
14件

R3.9〜R4.7
37件

出典︓峡南消防本部提供データ
（抽出条件）
・出動地区 ︓ ⾝延町・南部町
・搬送先病院 ︓ 県⽴中央病院⾼度救命救急センター

⼭梨⼤学附属病院救急部
静岡県⽴総合病院⾼度救命センター

※2 119番通報を受けてから病院到着までに要した時間の平均値

開通前 開通後

高速道路利用区間が増加し、
救急搬送時間が短縮

平均17分短縮

中部横断道利⽤
14 件

30%

⼀般道のみ利⽤
33 件

70%
R1.9〜R2.7

計47件

開通前

中部横断道を
利用する割合が
約４割増加

出典︓峡南消防本部提供データ

救命率の向上

出典：甲府河川国道事務所
記者発表資料(R4.9.16)



ディスカッション 山梨県

代替ルートの形成と出荷エリアの拡⼤

清⽔JCT

清⽔港

首都圏

出荷エリアの拡大
（関西圏・中京圏）

代替ルートの形成
（首都圏）

16



▼第３次救急医療施設と1時間カバー圏域
：山梨県内では、県立中央病院（甲府市）の１箇所

国土交通省資料を基に作成

県立中央病院（甲府市）

１時間カバー圏域
（中部横断自動車道整備前）

１時間カバー圏域が拡大
（中部横断自動車道整備後）

第３次救急医療施設（山梨県）

静岡済生会
総合病院

静岡県
赤十字病院

第３次救急医療施設
（静岡県） 静岡県立総合病院

第３次救急医療施設への搬送時間短縮

出典：厚生労働省

○第３次救急医療施設

対象：重症および複数の診療科領域にわたるすべての
重篤な救急患者

役割：その他の医療機関では対応できない重篤患者へ
の医療、地域の救急患者の最終的な受け入れ

ディスカッション 山梨県
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